
東北地方太平洋沖地震への都市整備部関係の対応について

都 市 整 備 部

平成 23年 3月 15日

経過報告

(現状確認及び対応)

( 1 ) 3 月1 1 日( 金)
口地震発生後、道路 ・公園等、都市整備部所管の施設等について、20
時 30分 まで被害状況の確認を行い、危険箇所について応急処置等の対
応を行つた。また、区民等の建物被害の通報に対 して現場確認等の対応
を図った。
・24時 頃、帰宅困難者のために主に各駅周辺を巡回 し、学校避難所ヘ
の誘導を行つた。

(2)3月 12日 (土)以 降
口3月 11日 に引き続き、被害状況の確認及び危険箇所の復旧等を行つ
た。

(3)区 が現場確認等を行つた被害状況等 (3月 14日 現在)
① 道 路関係   民 家の壁等一部損壊による道路啓開
(小計 24件 ) 道 路の亀裂 ・液状化等

電柱 ・電灯の傾き白破損等

② 公 園関係   公 園施設灯篭の倒壌
(小計 14件 ) 公 園施設の停電

公園施設等の亀裂及び段差発生
公園施設の建物一部損壊

③ 建 物関係   民 家の外壁剥離 ・落下 ・倒壊
(小計 28件 ) 民 家の五の落下

応急危険度判定の依頼 ・相談
液状化等による相談 ・沈下等

※上記の被害により、堀切菖蒲園 ・外谷汐入庭園の2園 を閉鎖、中川
右岸緑道公園 (東四つ木 1丁 目4番 先～上平井橋)。西水元水辺の公園
の堤防部分を一部閉鎖、荒川河川敷の公園を使用中止 (3月 14日 時
点で解除済み)に した。なお、閉鎖している公園等については、今後
早急に復旧に向け全力を尽くしていく。

1 2 件

7 件

7 件

3 件

1 件

6 件

4 件

20件

8 件

フ件

4 件

④ そ の他被害  ・ 亀有南駐車場9F連 絡通路一部破損    1件
(小計 9件 ) ※ 仮復旧を行い、今後速やかに本復旧を行う。

。その他                 8件

⑤ 国 道、都道及び河川の状況
※別紙参照



2 都 市整備部関連の計画停電に伴う今後の対応について
(1)自 転車駐車場 ・保管所について
計画停電時においても通常通り開場

(2)和 楽亭 ・静観亭について

① 和 楽亭については、停電時間帯は、一部休業。
② 静 観事については、停電時間帯は、一部休業。

(3)公 共駐車場について

原則として、停電時間帯の利用はできない。

(4)計 画停電によるシステムヘの影響
① 地 図情報システム

都市計画の用途地域等については、書類等により対応。
② 建 築確認システム

建築確認申請の認可事務が停電以外の時間帯で処理。
③ 住 宅総合管理システム

区営住宅 口区民住宅 ・コミュニティ住宅 ・一棟借上げ住宅の家賃算定
と収納管理事務については、停電以外の時間帯で処理。
④ 道 路管理システム

埋設管の占用位置の問い合わせ及び占用物件の許可確認については、
停電以外の時間帯で処理。
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